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序論
本論文は、異宗教の尊格が仏教内の尊格として昇華されていく過程における、仏教徒の異

宗教理解と、特に大自在天（maheŜvara, ヒンドゥー教のシヴァ神。異訳として「摩醯首羅」

が挙げられるが、本論文では引用部以外は「大自在天」と表記する）を中心としたその扱い

の具体的例を挙げ、仏教徒（密教行者）がいかにその信仰と関わり、密教内に取り入れてい

ったかを明らかにすることを目的とする。施護訳『仏説一切如来真実摂大乗現証三昧大教王

経』1（以下『初会金剛頂経』）の第二「降三世品」中において、金剛手に従うことを拒否す

る大自在天に対し金剛手菩薩がhȊ （吽）を唱えると、大自在天等は地に倒れ命終する2。そ

の後、金剛手はvajrǕyu （嚩日囉喩）と唱え大自在天を蘇息せしめ、足下に踏み、降伏する。

そして世尊が悲心を以て呪を誦し、大自在天の苦を鎮めると、大自在天は金剛手の足に触れ

たことによって解脱門に入る。大自在天は下方のBhasmǕcchanna（跋娑摩餐那）という名の

世界に向かいBhasmeŜvaranirgho a（跋娑彌莎囉儞哩瞿沙）如来となる3。ここで述べられる

BhasmeŜvara如来という語は、『大乗荘厳宝王経』KǕraἈỈavyȊha SȊtra4中にも現れており5、仏

教側が、大自在天が如来となることを承認する流れは少なからずあったと言える6。ここに

特記すべき事は、大自在天が各マンダラ中に描かれるような多くの諸天の中の単なる一神と

してではなく、仏教における如来にまでその地位を引き上げられていることである。

この記述においては、ヒンドゥー教の尊格（シヴァ神）を密教内の尊格として取り入れよ

うとする際の仏教者の思惑7、およびシヴァ神の力を無視出来なくなった仏教者の立場を伺

うことが出来る。このような、密教とヒンドゥー教シヴァ派との関連、および密教とシヴァ

派の間での聖典の内容や要素の貸借関係はこれまで多く論じられているところである8。

本論文では、密教経軌中において用いられる異宗教の記述を取り上げ、当時の仏教者たち

がいかに異教を扱い、上記のような記述が述べられるにいたったかという、その展開の過程

に関し、初期密教時代9に区分され得る密教経軌を用いて考察していく。その際、以下の2つ
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の観点から考察を進めていく。第1は、仏教者の異教理解を検討するため、「各経軌における

異宗教」、すなわち『蘇悉地羯囉経』および『蘇婆呼童子請問経』内に見られる異宗教や外

天（特に大自在天）の記述から、当時の密教者が外的な天や異教（外道）をいかに捉えてい

たかを考察する。第2は、「各経軌における大自在天」の扱いに関して、『陀羅尼集経』およ

び『聖迦柅忿怒金剛童子菩薩成就儀軌經』内の大自在天の記述内容を考察する。以下より先

ず『蘇悉地羯囉経』における仏教徒の異宗教理解を見ていこう。

1　各経軌における異宗教
1-1．『蘇悉地羯囉経』における異宗教

『蘇悉地羯囉経』10は輸波迦羅（善無畏）により726年に漢訳されたとされる11。11世紀の

AtǭŜaはこの経典を作（KriyǕ）タントラに分類する12。大塚伸夫氏は、この経典を初期密教の

第三期である初期密教確立時代（六世紀中葉〜七世紀中葉）の諸経典に分類し、更に「所説

の念誦法にしても成就法にしても、そこに細則を設定したり、日常の修行生活における密教

系の規範や禁戒を説くことに重きを置いている」13ことから〈禁戒系〉に分類している14。

ここでは、『蘇悉地羯囉経』における天、神、外道、外法に関する記述を見る。それによ

り経典成立当時の仏教徒がいかに天や外道を捉えていたか、周辺の宗教といかに関わりを持

っていたかを明らかにする15。以下がそれら記述を分類したものである。

『蘇悉地羯囉経』における天、神、外道、外法に関する記述　計42例16

①曼荼羅中の天 13例

②外道、外法、外天に関する記述 7例

③仙に関する記述 7例

④諸天の真言に関する記述 3例

⑤禁則の記述 4例

⑥神廟に関する記述 2例

⑦大自在天に関する記述 3例

⑧その他天に関する記述 9例

以上の様に記述内容を8つに分類した。これよりそれぞれの内容について検討を加えてい

く。①は本経典内で説かれる様々な曼荼羅における諸天の記述である。曼荼羅の中には落乞

澁彌（Lak mǭ）や嚕達羅（Rudra）、伊舍那（ǬŜǕna）、遜婆（Sumbha）などの外天が組み込ま

れ、仏教パンテオンの一員となっている。

②は、外道や外天、外法に関する記述である。外道の記述は、真言を受け仏法僧の三宝を

敬うことをしない者も外道であるというものである17。また、成就を示唆する善相として、



インド初期密教と他宗教との関わり

― 193 ―

浄行のバラモンが新しい白衣を着ることやヴェーダ（Veda）が唱えられている声を聴くこと

などが挙げられている18。外天に関しては、行者が外天の形像に遭遇したならば合掌し、ガ

ーター（gǕthǕ）を唱えるべきことが説かれている19。外法の記述は、寒林（śǭtavana）中で

吠多羅（VetǕla）を起こす者が用いるべき脂の記述20や、吠跢羅尸の記述21、吠多羅を成就し

ようとする者がいかなる屍を用いるべきかという記述22である。何れもヴェーターラに対す

る修法、即ち起屍鬼法に関するものである。大塚伸夫氏は『不空羂索神変真言経典』及び

『蘇婆呼童子請問経』内に現れる起屍鬼法について論じている23。また上村勝彦氏は、「ヴェ

ーターラの信仰は仏教起源であるとする説もあるが、シヴァ神との関係もうかがわれ、特に

後代のカシミールシヴァ派の諸文献中ではシヴァの眷属のひとつとみなされる。この頃にな

るとヴェーターラ信仰はシヴァ信仰と明瞭に結びつくようになるのである。しかしながら、

その信仰はおそらく仏教起源でもシヴァ教起源でもなく、むしろ古代インドの土俗信仰にあ

ったものが、仏教やシヴァ教、特にタントリズム（タントラ教）に取り入れられたと考える

方がよいであろう24」と述べ、インド文化の中にあった信仰が流入したものだとしている。

また、時代は下るが、Dǭpa karaŜrǭj¶Ǖna（AtǭŜa）によって訳された「一切如来身口意クリシ

ュナヤマーリと名付けるタントラ」（SarvatathǕgatakǕyavǕkcittakἠἨἈayamǕrinǕmatantra）25の第

十品には「大いなる起屍鬼の成就方法」（ro langs chen po’i sgrub thabs / vetǕlasǕdhana）26が説

かれている。

③に関して、これは諸仙に関する記述であるが、この仙が具体的にどの様な存在を指すか

は明らかでない。しかしながら、行者は諸仙に対し恭敬すべきことが説かれている27。

④は、諸天の真言や地居天の真言とはいかなるものか、補瑟徴迦（pau ika）法や阿毘遮

嚕迦（ǕbhicǕrika）法にはいかなる真言を用いるべきかという内容の中で説かれるものであ

る28。

⑤に関しては、持真言者が天神に瞋恚を生ずるべきでないこと29、外道およびチャンダー

ラ（Ca Ǖla）と同住することの禁止や、彼らと語ることの禁止などが説かれる30。また人と

修法などの験を争うことを禁止しているが、これが仏教者同士のことを指すのか、外道の者

達との間のことを指すのかは明らかでない31。加えて、空を遊行する際の禁則が述べられて

いる。空を遊行する際「應に神廟上を過ぐべからず」と説かれ、同時に「諸仙の居處」「祭

祀の壇」「婆羅門の集會處」「邪法仙衆の所居の處」の上を行くことも禁じられている。これ

を犯せば増上慢によって墮落するとされる32。

⑥は修法を行うに際し成就を得ることの出来る場所、即ち勝処に関する記述である。その

中で、神霊が住し常に日陰である大樹の下33という場が説かれている。同様に、「多聚落の一

つの神祠の處」も勝処とされ、これらの場で修法すれば速やかに成就を得ることが出来ると

説かれている34。また、猛利の成就をどこでなすべきかという記述の中で、「一神獨居之廟」35

が挙げられている。
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⑦は、①の曼荼羅中の諸天の中にも含まれるが、大自在天に関する記述である。曼荼羅の

記述の中で「西面の門の北には摩醯首羅及び妃を置け」36と説かれ、同様に別の箇所では「摩

醯首羅及び妃」37とされ、また妃を伴わず「摩醯首羅」38と説かれる場合もある。当経成立時に

は既に大自在天と妃（ウマー）は対になって曼荼羅中に入れられていたことが分かる。

⑧に関しては、諸天や天女に香を献ずることや、油によって下類の天を祀ること、護摩の

際の火天の請召などの記述である。修法の際の諸天による様々な災障の記述である。これら

は大難として、各方位に位置する諸天によってもたらされる難である。

以上の①から⑧までを見れば、外道の者との同住や外道と語ることを禁止する一方で、成

就の善相として浄行のバラモンやヴェーダが唱えられる声を挙げている。また、外天の像に

遭った際には合掌しガーターを唱えるべきであるとされ、加えて成就を得ることの出来る勝

処に神祠、神廟が挙げられるように、外天などに敬意を払うことが述べられる。また、増上

慢を戒める為ではあるが空行の際に彼ら外道の居る場やバラモンの集まる場、神廟の上を通

るべきでないというようにそれら信仰を配慮する態度が見られるのである。

外天は、行の際に様々な難をもたらし除くべき対象としても捉えられていたが、同時にそ

の聖性は当時の仏教内でも認められており、真言を取り入れ、供物を献ずる対象とし、その

祠などを聖地と考えていたようである。密教行者たちは周辺の宗教に敬意を払うべきである

と考え、異教の尊格に畏怖と聖性を感じつつ、彼らの尊格やヴェーターラといった呪法を積

極的に取り込んでいったものと考えられる。以上の様に当経においては、他宗教、およびそ

の尊格に対して敬意を払い、配慮をする密教行者像を見ることが出来た。次に『蘇婆呼童子

請問経』内の異宗教理解を見ていこう。

1-2．『蘇婆呼童子請問経』における異宗教

本経典は726年に輸波迦羅（善無畏）によって漢訳されたものであり39、律典的内容を含む

経である。『蘇悉地羯囉経』と同様に、『蘇婆呼童子請問経』内における天や外道、外法に関

する記述を見ていく40。

①修法、生活の上での規定に関する記述 計12例41

　　　　①－1．場について

　　　　①－2．崇拝について

　　　　①－3．その他

②外宗の論に対する批判 計6例

③諸天の法・外法・尊格の優劣に関する記述 計6例

④外天の真言に関する記述 計5例
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⑤大自在天に関する記述 計4例

⑥相に関する記述 計2例

⑦曼荼羅を説く中での諸天に関する記述 計2例

①は、修法上や生活の上での禁則などの規定が説かれたものである。これを更に分類し、

①－1は場に関する規定、①－2は崇拝に関する規定、そして①－3その他の規定とした。①

－1の場に関する規定では、外道のいない処を勧め42、外道と同居することを禁止し43、乞食

の際には外道（バラモン）の家を避けるべきことが述べられている44。また、外道神祀や園

林に赴くべきでないとされ45、空いた神廟に住するべきだとされる46。これらの様な、外道や

外道の集う処を避ける態度は『蘇悉地経』よりも強いと言えよう。

①－2の崇拝に関する規定は、その多くが外天に対する崇拝を厳しく禁ずるものである。

諸仏を信じずに外天を崇拝し、仏法の真言を唱えたならば自ら害す（堕落するphung bar ’gyur）

ことが述べられ47、菩提心を起こした後に外道に帰依せず諸天神を礼拝しないことが説か

れ48、また大自在天や日天などへの礼拝が禁止されている。「亦應に大自在天及び日月天、火

天、那羅延天を禮拜すべからず。假令苦に遭うとも亦應に禮すべからず。彼の所設の教えも

應に誦すべからず、亦應に供養すべからず。人有りて彼の天を持誦する者は、持誦之人亦瞋

を生ずる莫れ。但だ隨喜する莫れ。當に怜愍49を邪見に墮する人に加うべし。亦彼の眞言を

誦し彼の徳を讃歎すること勿れ」という箇所において漢訳では現れていないものの、蔵訳で

は「リンガ崇拝の禁止」が説かれている50。一方で、成就を求める際には、諸天を供養し、

彼らが及ぼす障難を避けるという記述もみられる51。①－3には、念誦の際の外道やバラモン、

クシャトリヤ等との談論の禁止52と、澡浴する際に男女、バラモンに触れることの禁止53が含

まれる。

②は、様々な外宗の思想、論に対する仏教側からの批判の記述である。外道（バラモン）

が、仏教者の出自（種姓）によって仏教者を批判することへの反発を見ることが出来る。シ

ュードラ出身ならばバラモンに供養し、クシャトリヤ出身ならばヴェーダを学ぶことなどを

仏教者に言って迫る為、その様な外道（バラモン）の家を避けるべきであるとされる54。

③に関しては、十方の天に対する供養や天、龍、夜叉などの修法に関する記述、梵天など

の真言ではビナーヤカを除去できないという記述、下鉢私那（Prasena）法55内でのバラモン

が用いる護摩の灰の利用に関する記述、下品に属する種々の成就などが外法であり行うべき

ではないとする記述である。

④は、外天の真言について説かれる記述である。種々のビナーヤカによって諸天（梵天、

大自在天等）の真言の成就が妨げられる記述56や、仏菩薩によって説かれた真言が外天の真

言に勝るという記述が挙げられる。また、世尊によって許された諸天の真言も存在するとさ

れる。しかし、大自在天や那羅延天、大梵天、日天などによって説かれた真言が多くあるが
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仏法に従わずにこれら外天に従い真言を持てば苦を受けるとされる57。

⑤は、前項までと同様に大自在天に関する記述を挙げた。当経における摩醯首羅という訳

語を蔵訳と対照させれば、dbang phyug chen poと訳される一方でdrag poにも対応しているこ

とが分かる。当経中では大自在天の真言が挙げられるが、大自在天の礼拝の禁止が説かれ58、

加えて諸法（衆生）は自在天より生じたのではないという批判が述べられる。

⑥は修法上の善相や悪相に関する記述である。夢に現れる悪相として裸形外道が挙げら

れ、これはビナーヤカによって難がなされる相である59。

⑦は曼荼羅が説かれる中での諸天に関する記述であり、大曼荼羅は諸天の住処であるとさ

れる。

以上がそれぞれの分類中の記述の概要である。これらを見れば、『蘇婆呼童子請問経』は

『蘇悉地経』に比して外道との接触や外天への崇拝などを強く禁じていることが分かる。『蘇

悉地経』では、外天に遭った際は合掌しガーターを唱えるべきだと説かれ、神霊が住する大

樹の下や、一神のみが居る廟が勝処とされるが、当経中では諸天の礼拝の禁止や空いた神廟

に住すべきことが述べられていることがこれを示していよう。尚、外道を避けるべきことや、

彼らと語ることの禁止、外道との同居の禁止は『蘇悉地経』にも見ることが出来る。

『蘇悉地経』には見られなかったが、当経中には、諸天の真言が説かれるもののそれら真

言は仏によって許可されたものであり60、その真言を持つにも仏法に従わず外天に従えば苦

を受ける、という仏法と外道の法を明確に分けようとする記述が見られる。他宗の思想や論

にも批判を加え、また「天と阿修羅、人を利益する為に、種々の真言と明呪と3050万の持明

蔵を説いたと仏陀はおっしゃった」61と説かれ、ここにも仏教と外教の区別や仏教の優位性を

主張する意思と、仏教内のものとして主張する意思が見られるのである。

また、四姓の概念を以て仏教者を悩ますバラモンに近付くべきではないと説かれる様に、

当経中において出自の優劣を示す種姓に対する態度は否定的である。外道との同住は禁止さ

れるが、蔵訳を見ればシュードラが多くいる場に居すべきだとされており、そこに種姓によ

って差別をする態度は見られない。一方『蘇悉地経』では、チャンダーラ（Ca Ǖla）との

同住を禁止し、話すことも禁じられており、加えて今回用いた『蘇悉地経』の別本2には述

べられないが『蘇悉地経』正本には「刹帝利（クシャトリヤ）の家の火或は王宮に於けるを

取り、林木の相揩出するの火を取り、或は大火を取れ。此の火を得るは、皆悉く吉祥なり」62

とも説かれ、社会的な種姓概念を受け入れて儀軌を作成していると思われる。

この様に、『蘇婆呼童子請問経』内の外天や種姓による差別に対する否定的態度は厳格で

あるが、外天に対し「瞋を起こすこと」や「難を起こす諸天に対し供養すること」は『蘇悉

地経』と共通している。『蘇悉地経』と『蘇婆呼童子請問経』内のこれら外天や外道、種姓

に対する態度を表にすれば以下の様になる。
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できる。それは、大自在天が金剛手に対し「時に此の世界の極、三界主大自在天は、彼の三

界勝主宰を以ての故に、高倨の勢を起こし、忿怒相を現し、是の如き言を作す。汝金剛手大

藥叉王よ。我三界主最大自在と爲す。若し成、若しは壞の一切部多中に我自在を得。是天中

の大天なり。云何が我をして汝藥叉王の教勅に依りて行ぜしめんやと」65と述べるものである。

ここでは夜叉を軽視するのは四衆ではなく、大自在天である。また大毘盧遮那如来が大自在

天らに説く言葉が「汝等、應當に三寶に歸依すべし。三昧戒中の是の如き所行、若し然らざ

れば此の金剛手菩薩大藥叉王は、暴怒の相、極惡威猛を現ず。彼の勝金剛杵を以て火光焔を

出さしめ、此の三界を悉く盡くし破壞せしむる無かれ」66というものであり、蔵訳においても

金剛手が大菩薩であることを明記し、菩薩であることが強調されている。これより、当時の

密教者が仏教内外からその信仰形態を非難されていた状況が推察されるのである。このこと

は、信仰形態の変容によって、様々な「揺れ」が表出し、密教者の仏教内での立場が確立し

ていなかった状況を示唆していると言えよう。密教という立場において様々な「揺れ」が存

在する中で、大自在天はいかなる扱いを受けていたのかを以下より見ていこう。

2　各経軌における大自在天
2-1．『陀羅尼集経』における大自在天

『陀羅尼集経』は阿地瞿多により653〜654年に翻訳されたとされる。この経典は「インド

伝来の経典・儀軌を素材として、中国でひとつの経典の体裁に編纂されたものと考えられ

る」67ものであり、本経典の中に引用されるものには異訳が存するものもある。

この節では『陀羅尼集経』内の大自在天の記述箇所を表にして挙げ、各々の箇所でどのよ

うに大自在天が位置付けられているかを見ていく68。表には『陀羅尼集経』内の大自在天の

記述箇所と、大正蔵におけるページ数と行数を挙げた。それぞれの表は『陀羅尼集経』の巻

毎にまとめた。論中に出す番号は表に付した番号に対応する。

（表2-1-1－巻第一）

番号 記述 記述箇所
① 佛、諸比丘に告ぐ。此の呪は能く一切の諸呪を解く。若しは外道、若しは摩醯首羅の

呪なり。亦た能く諸悪鬼神を除却し、亦た衆生の五苦八難を救う。
786b18

② 此の三昧陀羅尼力は悉く能く一切の天魔外道の呪法を解除し、皆な能く一切怨敵及び
摩醯首羅、諸天鬼神を降伏す。所説の呪術、悉く能く除滅す。

786c11

③ 又法は薫陸香を呪すること一千八十遍なり。前に准じて法を作せ。晝夜の五時四時に
も亦得。七日満ち已るに、一切の梵王、摩醯首羅は大歓喜を生ず。

794c12

（表2-1-2－巻第四）

番号 記述 記述箇所
④ 若し婦人の兒無くして兒を得んと欲はば、五色粉を以て四肘壇を作し、壇の中心に十

一面観世音菩薩を安ず。東方に阿弥陀佛を安じ、北方に大勢至菩薩を安じ、南方に馬
頭観世音菩薩を安じ、西方に摩醯首羅天王を安ず。

819a18
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⑤ 是の如く次に阿弥陀佛、馬頭観世音菩薩、大勢至菩薩、摩醯首羅天王の名を念じ已ん
ぬ。

819b3

（表2-1-3－巻第十）

番号 記述 記述箇所
⑥ 又法あり、若し安悉香を取り、之を擣して丸と為し、酥を塗りて一千八遍幷に呪せば、

摩醯首羅及び傍邊の天一切歓喜す。
873c15

（表2-1-4－巻第十一）

番号 記述 記述箇所
⑦ 是の会中に於いて、梵天王及び天帝釈、摩醯首羅、日天、月天、星天、地天、四天大

王、火天等と俱に有り。
877b6

⑧ 摩醯首羅天法印呪第三（中略）是の法印呪、若し人有りて等しく日日に此の印を受持
し呪を誦し、摩醯首羅天を供養する者は、種種に験を得。

878a9

⑨ 摩醯首羅天求馬古印呪第四（中略）又泥を以て摩醯首羅天像を作る。中央に摩醯首羅
天像を安ず。

878a24

（表2-1-5－巻第十二）

番号 記述 記述箇所
⑩ 次に其の門の北に摩醯首羅座を安ず。 888c16
⑪ 次に其の門の北の第一の座主は摩醯首羅天と名く。蓮華座の上に跋折囉を作り光焔圍

繞せり。
895a2

『陀羅尼集経』内の大自在天についての記述は上記の11例である。先ず、①、②は「大神

力陀羅尼経釈迦仏頂三昧陀羅尼品」の釈迦仏頂身印第一において説かれるものである。ここ

での大自在天の呪は解かれるべきものであり、大自在天は降伏する対象として挙げられてい

る。

③は、一字仏頂法呪第三十二、七日作法において説かれる。この後の段で①、②と同様に

諸鬼等と共に述べられている為、大自在天が殊に挙げられているわけでは無いと言えよう。

また、供養によって歓喜を生ぜしめる対象とされている。

④、⑤は十一面観世音神呪経、十果報印呪第十三で説かれるものである。ここで説かれる

のは、子を得たいと願う際の作法であり、その果として婦人、優婆夷が良い男女の子供（好

男女）を生じることが述べられる。壇の中心に十一面観世音菩薩、東方に阿弥陀仏、北方に

大勢至菩薩、南方に馬頭観世音菩薩、そして西方に摩醯首羅天王を安置するという特殊な形

が述べられている。又、至心に観世音の名字を二十一遍念じ、加えて阿弥陀、勢至、馬頭に

対しても念じることが述べられ、共に摩醯首羅天王の名を念じることが述べられている。こ

こにおいて大自在天は調伏や降伏の対象としてではなく、自己の願望成就を求めて念ずる対

象としてその作法内に取り入れられている69。

⑥は、仏説摩利支天経において説かれる。ここでも、③と同様一千八遍呪を誦せば摩醯首

羅及び傍辺の天一切が歓喜するとされる。又、同様の文脈において、鳩盤荼や夜叉等の鬼
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神、大悪鬼神が歓喜するとされることからも、他の尊格と比して特別な存在として大自在天

を挙げているわけではない。

⑦は諸天等献仏助成三昧法印呪品の冒頭、衆会の中で、梵天王、天帝釈、日天、月天、星

天、地天、四大天王、火天等と共に説かれる。

⑧は、摩醯首羅天法印呪とされ大自在天の供養を説くものである。大自在天の印と呪が説

かれ、その験は一切諸病を癒すことだとされる。

⑨は⑧に続いて説かれている。ここでは馬古70を求める者の行う印と呪が挙げられる。又、

大自在天像を作り、同時に闍夜（jaya）、毘闍夜（vijaya）、阿自多（ajita）、阿婆羅自多

（aparǕjita）の像を作り大自在天を中心に四方に安置するとされる。この四方の闍夜、毘闍

夜、阿自多、阿婆羅自多の組み合わせは、陀羅尼集経巻四に闍夜印（得勝印）、毘闍夜印

（最勝印）、阿自多印（無能壓印）、阿波羅質多印（無勝印）という形で出てきている71。これ

らの印は、一切鬼神天等の降伏、病の治癒、一切諸外道等を破す効能と共に説かれている。

その他に、⑨の大自在天の記述では大自在天を中心に立て、夜、昼の作法を人に見せてはい

けないとして、秘匿性を示している。

⑩及び⑪は仏説諸仏大陀羅尼都会道場印品において説かれる。其の門（西面の門）の北に

摩醯首羅座を安置することや、座の主としての摩醯首羅天に関して述べられる。しかしなが

ら、この前後で諸の天等の記述も同様に説かれる72ため、ここでの大自在天の記述も大自在

天を中心としたものではない。

以上がそれぞれの大自在天の記述箇所である。これら①から⑪までは、以下の3つに分類

される。

A．降伏、調伏、除滅の対象としての大自在天　①②

B． 歓喜させる（供養する）対象としては挙げられるが、諸天、諸鬼神と同列で語られる

大自在天　③⑥⑦⑩⑪

C．修法の中心的尊格となる、或いは作法において重要な位置を占める大自在天　④⑤⑧⑨

この様に『陀羅尼集経』内で、大自在天の存在は外道の尊格として敵対者として捉えられ

る反面、供養によって歓喜させる存在としても描かれている。また、特筆すべきは、その中

には印や呪を伴った大自在天を中心とする作法が見られることである。④⑤の様に、十一面

観音や阿弥陀と同列に大自在天が扱われるのは何故であろうか。おそらく④⑤で挙げられる

「子を得る効能」と関わっているものと考えられる。この作法の描かれる際、その周辺の共

通認識として大自在天に「子を得させる能力」が認められていた為ではないだろうか73。

⑧⑨はその作法が大自在天を中心とするものであり、印や呪についても他の記述より詳し

くなっている。しかしながら、その果報は教理的に発達したものではなく病の治癒などであ





― 202 ―

　　　　　E．対告衆としての大自在天 1例

以上A〜Eに分類した。Aは、大自在天に願望成就を求める法が説かれたものである。心

に願うところのものを成就する為に大自在天廟において真言を誦すこと84や、大自在天の像

の前で真言を誦すこと85、三戟叉を持して昼夜念誦すれば大自在天となること86などが挙げら

れる。

Bは、描いた大自在天の形像を左脚で踏むこと87や、大自在天を降伏することが述べられ

る88ものである。

Cは、「自在」である状態を表す比喩表現として大自在天が挙げられたものである。Dおよ

びEは上記の通りである。

当経中においても大自在天を本尊とした修法を見ることが出来、密教行者が大自在天廟で

も行を行っていたことが分かる。本経典は、大自在天がこの様に願望成就をもたらす尊格と

して認めているものの、同時に降伏の対象としても捉えているという矛盾した内容を含んで

いる。

既に述べたが、この経典は「量は蘇婆呼經に説くが如し」と説き、『蘇婆呼童子請問経』

を見ていたことが分かる。しかしながら、先の項で見た様に外天崇拝を厳しく禁止する『蘇

婆呼童子請問経』を見ていたにも関わらず、外天である大自在天を修法の中心に置くのは何

故であろうか。

修法を行う場に『蘇婆呼童子請問経』は「空いた神廟」を挙げるが、当経では単に「天

廟」89とされ、そこに外天を特に避ける傾向は見られない。また、『聖迦柅忿怒金剛童子菩薩

成就儀軌經』内に説かれる「浄行の婆羅門を歓喜させる法」90に関しても、『蘇婆呼童子請問

経』の様なバラモンを忌避する態度ではなく、『蘇悉地経』内の「浄行の婆羅門の新しき白

衣を著ける」ことを見るのが成就の善相である、という浄行のバラモンを重視する様な記述

に通じる。当経は『蘇婆呼童子請問経』の名を出してそれに依拠するものの、外天や外道に

対する態度としては『蘇悉地経』を踏襲したものであると言える91。即ち、大自在天を修法

の中心としているのは、『蘇婆呼童子請問経』の様な、殊更に外天を排除する態度ではなく、

『蘇悉地経』の外天像には合掌しガーターを唱えるという様な姿勢に依っているからである

と考えられる。同時に、『蘇婆呼童子請問経』を見つつもこの様な呪法を説くということは、

それだけ外天に利益を求める呪法が流布し受け入れられ、仏教者にもその力が認められてい

たということを示していよう。

2-1、2-2で、これまで見てきた大自在天の記述は、双方降伏する対象として挙げられるも

のの、同時に崇拝の対象としても述べられていた。崇拝の対象として挙げられるものには、

修法の結果として「心に願うところのものを満足させる」というものや「子を得る」「寿を

延ばす」という現世利益が述べられる。この傾向は、Ma¶juŜriyamȊlakalpa『大方廣菩薩藏文
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殊師利根本儀軌経』中の、大自在天の神殿での呪法92などにも見ることが出来、大自在天の

呪的効能が仏教内で認められ、仏教内に組み込まれたものだと言えよう。

結論
ここまで、1では仏教徒の異宗教理解を主眼に置いてその例を見てきた。『蘇悉地羯囉経』

『蘇婆呼童子請問経』双方異教や外道との同住を禁止しているものの、『蘇悉地羯囉経』では

浄行のバラモンを見ることやヴェーダ聖典を唱える声が聞こえることが成就の善相として挙

げられ、それら信仰に配慮をする記述が見られ、他宗教の存在を否定し避ける態度ではなか

った。一方『蘇婆呼童子請問経』では「裸形外道」を見ることを悪相とし、更に外道の論と

思想を批判し彼等と接触することをより強く戒める態度が見られた。この両経の態度に「揺

れ」が存在することは既に述べた。同様に社会的種姓概念に対しても、『蘇悉地羯囉経』は

種姓概念に添った修法内容を説く態度を示すが、『蘇婆呼童子請問経』は否定的である。

他宗教の尊格の扱いに関しても同様であり、『蘇悉地羯囉経』では諸天は密教パンテオン

に組み込まれ、神廟などを行に適した場とする一方、『蘇婆呼童子請問経』はそれ等尊格へ

の礼拝が禁止され、修法の場として尊格のいない空いた廟を挙げるように外天に対する否定

的態度が見られた。しかしながら同時に同経は、外天の真言は仏によって認められたものだ

として、「仏教化」を図る態度を示していた。

2では、「降三世品」で大自在天が如来となるストーリーより、密教者の大自在天の扱いに

焦点を当て、その記述を追った。

『陀羅尼集経』では大自在天を降伏の対象とする一方で、修法の主たる尊格として挙げ、

それは他宗内で認められていた効能を期待するが故に、仏教内に取り入れられたものと考え

られる。また、『聖迦柅忿怒金剛童子菩薩成就儀軌經』内でも同様に降伏の対象とされる記

述があるものの修法中に取り入れられていた。双方の自己矛盾、すなわちこれまで述べてき

た「揺れ」を伴う内容を含んでいるのである。

他宗教およびその尊格への態度の「揺れ」は、他宗教の尊格であるシヴァ神を降伏すると

しながらも、その修法を利用するという自己矛盾を伴う「揺れ」という形でも見ることが出

来るのである。この「揺れ」は、密教内に流入する様々な要素（種姓概念や他宗教の尊格、

それを中心とする修法など）といかに密教者が関わり扱っていくかという、その態度に関す

る共通の「揺れ」である。

序論で述べた『初会金剛頂経』「降三世品」において大自在天を降伏しBhasmeŜvaranirgho a

（跋娑彌莎囉儞哩瞿沙）如来へと昇華するストーリーは、このような自己矛盾の払拭を目的

としたものであると考えられる。自然に入り込んだ大自在天の信仰を、密教システム内に引

き入れ、大自在天を礼拝する正当性を付与する意図から述べられたと考えられる。これは、

『蘇婆呼童子請問経』で見られたような、外天に由来する修法や、社会で認められる概念が



― 204 ―

流入し混淆する状況に対し、それらを批判的に捉え仏教と明確に区別しようとする態度の中

の、いくつかの操作の一つとしての「再聖化」である。この「再聖化」は、他の形では、諸

天に「金剛」の名を付加する金剛名灌頂という形でも見ることが出来る。この「再聖化」の

大まかなモデルを提示すれば以下の様であろう。

（図1）「仏教化」と「再聖化」のモデル

以上いくつかの例を挙げ、密教経典における外教の「再聖化」と「仏教化」についてモデ

ル化した。他宗教の流入に対し、それらに仏教的意味合いを付す行為は「仏教化」の作業で

あると言える。また、「仏教化」の操作は更に、仏教外のものとして許容をする態度と、仏

教内のものとして再び聖化する態度（「再聖化」）に分類され得る。

この尊格や聖典などの宗教的変容のモデルは、宗教間における排他的、排斥の態度である

とは一概に言えない。もちろん、その様な面を含んでいることは確かであるが、他宗教の崇

拝対象や儀礼の価値や力を認め、重視し、自派内に組み込もうとする態度は、各宗教が互い

の宗教に歩みよるための一つの方法であり、異なる宗教間、異文化間の対話の礎となると考

えられる。大自在天の記述は、このような宗教的変容の一つの例であると考えられる。

1 大正No.882
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2 「是時金剛手大菩薩は亦自らの金剛心明を説いて曰はく。吽。是の心明を説ける時、普く三界所

を盡くし集會に來たる大自在天等は皆悉く面を覆して迷悶し地に躄れ苦惱の聲を發し、金剛手菩

薩に向いて歸依し救いを求めて彼の大自在天等は既に地に躄れ已る。諸識は行ぜず將に命終に趣

かんとす」（大正No.882,371b6-371b11）

この箇所に対応するサンスクリットでは、大自在天は明確にm ta（死んでしまった）と述べられる

（堀内［1983］、p.336）。漢訳で「命終に趣かんとす」と説くことに、仏教内での「殺」の思想に対

する訳者の忌避の態度が少なからず読み取れる。
3 漢訳では、「又、金剛手菩薩の足心を以て觸れるが故に、時に無上悉地の勝妙灌頂及び三摩地、

解脱、總持、神通智等を獲得す。是の如く一切如來の三摩地、解脱、總持の門に入ることを得已

り、彼の大自在天身は金剛手菩薩の足心より出で、下方の三十二殑伽沙數の極微塵量等の世界を

過ぎ、一世界に至る。跋娑摩餐那と名づく。佛の出世有り。跋娑彌莎囉儞哩瞿沙如來應供正等正

覺と號す。時に大自在天は本身を出現し、彼の佛の前に於て伽陀を説いて曰く。大なる哉一切正

覺尊　諸佛の大智は上有ること無し　若し法、文句中に墮さば　涅槃も亦是れ假施設なり、と。

是の伽陀を説き已りて復た本處に還る」（大正No.882, 372b20-372c2）とあり、サンスクリット本

では「さて、大天は具徳［金剛手］の足底に触れたので、一切如来の三昧、陀羅尼、解脱の安楽

を享受しながら、金剛手の足底にあるその大天の身を離れて、下方32のガンガー河の砂の如き世

界の極微塵の塵に等しい諸世界を超えて、バスマーチャンナ（灰に覆われた）と名付ける世界が

あり、そこにおいてバスメーシュヴァラニルゴーシャ（灰自在音）と名付ける如来が生まれた。

そこで大天の身よりこのウダーナが流出した。“おお、実に一切諸仏の仏智は最上のものである。

字句に伏せしめて、確かに寂静に住せしむ。”と。」（堀内［1983］、p.349）となっている。

 『初会金剛頂経』の釈タントラとされる『金剛頂大秘密瑜伽タントラ』（VajraŜekhara-mahǕ-

guhyayoga-tantra）の対応する箇所では「大自在天は金剛手の御足などで触れられたことによって、

大地を得、ならびに三摩地と陀羅尼［と解脱の楽を享受した。］…中略…［下方］三十二［を過

ぎ、］恒河の砂程の仏国土に等しき灰塵で覆われた処（BhasmǕcchanna）と名づくる悦意の仏国土

のその処に赴いて、大［自在］天は仏に生まれ、かつ［本身を］出現し、灰塵自在音声如来［応

供正等覚］のその処に住する者となった」（北村［2012］、p.309）と述べられる。
4 大正No.1050

　サンスクリットテクストとしては、7世紀頃のギルギット写本を使用したMette Adelhai., Die 

Gilgitfragmente des KǕraἈỈvyȊha Indica et Tibetica 29（Indica et Tibetica verlag, 1997）、A.D.1196のネワ

ール写本によるP.L.Vaidya, Buddhist Sanskrit Texts-No.17 MahǕyǕnasȊtrasaἄgraha part 1（the Mithila 

Institute, 1961,pp.259-308）および、この内容を基に再編纂されたLokesh Chandra, KǕraἈỈvyȊhasȊtra 

or The Supernal Virtues of AvalokiteŜvara. śatapiἲaka Series Indo-Asian Literatures No.394 （International 

Academy of Indian Culture and Aditya Prakashan, 1999）がある。（佐久間［2013］参照）
5 Vaidya本では、「是の如く大自在天子は行きて、観音の最上の讃をなして黙然とした。そして観
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音は彼（大自在天子）にこう言った「善男子よ、あなたは何故黙然としているのか」と。そこで

大自在天子は彼（観音）にこう言った「無上正等正覚における私の記別を与えて下さい」と。観

音は言った「善男子よ。未来の世界が現われた時、あなたはバスメーシュヴァラという如来応供

正遍知明行足善逝世間解無上夫調御丈夫天人師仏世尊となる」」（p.304）として示される。

　また、Lokesh本では、「［あなたは］バスメーシュヴァラという、一切三界主、一切法王、正遍

知、善逝となるだろう。［未来の］世界が現われた時、そこであなた世尊は、一切の法よりなる世

界を現わして、あなたの仏国土となるだろう」（p.253）として出る。

　上記の大自在天の如来名はBhasmeŜvaraであるが、『初会金剛頂経』中にみられる如来名は

BhasmeŜvaranirgho aである。
6 しかしながら、『初会金剛頂経』「降三世品」の釈タントラとされる'jig rten gsum las rnam par 

rgyal ba rtog pa'i rgyal po chen po（『降三世大儀軌』；TrailokyavijayamahǕkalparǕja）［東北No.482］お

よびその注釈である'phags pa 'jig rten gsum las rnam par rgyal ba shes bya ba'i 'grel pa（『聖降三世と呼

ばれる注釈』；ǔryatrailokyavij- ayanǕmavἠtti）［東北No.2509］において、大自在天は金剛名灌頂に

よってパンテオンに引き入れられるものの、『初会金剛頂経』「降三世品」に説かれる如来へと昇

華するストーリーは描かれていない。
7 この大自在天の降伏譚に関して、遠藤祐純氏は「密教と領域を共有するヒンドゥー教との厳し

い対立と烈しい相尅を見ることができるだろう。密教の優位性を主張するためこのような場を設

定したと考えられる」（遠藤［2005］、p.57）と述べている。
8 その研究史に関しては松長［1961］に詳しい。また、近年の研究ではSanderson［2009］や、こ

の論文に言及した種村［2013］がある。また、前田［1972］や、前田［1973］等が挙げられる。
9 大塚伸夫氏による初期密教の分類がある。氏は初期密教を更に、最初期密教時代（三世紀〜五

世紀中葉）、初期密教展開時代（五世紀後半〜六世紀中葉）、初期密教確立時代（六世紀後半〜七

世紀前半）の三つに分け、新たな分類方法を提示している（大塚［2013］、pp.8-13）。
10 『蘇悉地羯囉経』は、大正蔵中に三本入れられている。それぞれ、底本に高麗版大蔵経を用いた

正本、南宋思渓版を底本に用いた別本1、応永二十五年（1418）の根本版を底本とした別本2であ

る。大山［1982］（pp.37-43）の中で、高野山大学図書館に所蔵される『蘇悉地経』の写本を挙げ、

この写本の書風及び各巻に見られる印影から天平十二年（740）の最古写本であると推察した上で、

「善無畏訳本に極めて近い写経であるといえる」（同上書p.42）としている。また、この写本は大正

蔵の中の別本2に相当し、「別本二こそ『蘇悉地経』の正本とすべきである」（同上書p.43）と述べ

る。これに従って、本論文では大正蔵の別本2（大正No.893）を用いることとする。以下本項で大

正No.の表記がないものは本経典に該当する。尚、蔵訳は東北（D）No.807、大谷（P）No.431を利

用した。
11 『貞元新定釋教目録』に「開元十四年譯」と出る（大正No.2157、874c5）。また、松長有慶氏は

「七世紀の前半期には成立していたと思われる「蘇悉地経」「蘇婆呼童子請問経」「蕤呬耶経」には、
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修法に関する事項がたくみに整理されている。息災・増益・調伏の三種の護摩法が確立し、それ

は「大日経」に継承される」（松長［1969］、p.47）として、『大日経』以前の成立としている。
12 遠藤［1999］、p.726
13 大塚［2013］、p.777
14 大塚［2013］、pp.8-13、pp.768-778
15 この問題の先行研究としては、伊藤［2000］（pp.267-283）が挙げられる。氏は論中で、当時の

密教者には出家・在家双方が混在していたことを挙げる。また、「インド社会のカーストの観念を、

そのまま増益・降伏の修法に用いたものであることが示されているといえるであろう」（上記論文

p.282）として『蘇悉地経』成立時の仏教者のカースト理解を述べている。しかしながら天や外法

については扱っていない為、この論文を参考としつつ論を進める。
16 各例の該当箇所は紙数の都合上割愛した。
17 666b19-666b21、蔵訳は（D：172b6-b7, P：235a4-a5）であるが、当箇所の「外道」に充たる語

は見受けられない。
18 673c20-673c22、蔵訳ではbram ze gos dkar gyon pa dang //... rig byed dbyangs dang ryal baôi sgra //

（D：206b6-b7, P：269b1-b2）「バラモンが白衣を着ることと…ヴェーダの韻律と仏の声…」と述べ

られる。
19 668b25-668b27、蔵訳では、lha dag mthong naôang rim gro bya //（D：175b4, P：238a1）「諸天を

見る時もまた敬礼すべきである」と述べられるのみであり、gǕthǕを唱えることに関しては触れら

れていない。
20 670c25-671a1
21 681b8-681b13
22 689c20-689c24
23 大塚［2013］、pp.820-822、pp.876-878
24 上村［1978］、pp.289-290。また、氏が「ヴェーターラ呪法については、ヴァラーハミヒラ

（VarǕhamihira, 五〜六世紀）が、その百科全書的な占星術書『ブリハット・サンヒター』の中で触

れている。そこには、「ヴェーターラ」とは、「呪文（mantra）の助けによって死体を再び起き上が

らせる」呪法であると説明されている」（同上書p.290）と述べる様に、早くよりその呪法が流布し

ていたものだと言えよう。
25 de bzhin gshegs pa thams cad kyi sku gsung thugs gshin rje gshed nag po shes bya ba'i rgyud（ 東 北

No.467、大谷No.103）
26 KἠἨἈayamǕritantra, 10,1.（ 詩 節 番 号 はRinpoche and Dwivedi校 訂 本［Varanasi：Central Institue of 

Higher Tibetan Studies, 1992］に従う）
27 680a22-680a23、（D：220a5-a6, P：282a7-a8）

これら文中での漢訳語の「仙」は蔵訳でのgrub paに充たろう。その場合、虚空中に住する ddhi（神
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力）を備える者と考えられる。また他の箇所ではbyin canと述べられておりこちらも意味としては

「威神力を備える者」ほどの意味である。
28 668c11-668c19
29 666b10-666b14、（D：172b4-b5, P：235a2）
30 666c8-666c11、（D：173a4, P：235b1-b2）。この箇所を伊藤氏は「外道の人と住して、また論争

してはならない。チャンダーラなどの悪しき種姓と真言念誦者は、話してはならない」（伊藤

［2000］、p.281）と訳している。
31 667a11-667a12、（D：173b6-b7, P：236a4）
32 680a24-680a27、蔵訳ではlha yi gnas ni thams cad dang // shing gcig lam gyi bzhi mdo dang // dka' thub 

gnas dang byin can dang // mchod sbyin pa dang bram ze'i gnas // mu stegs la sogs grub pa dang // nam yang 

'da' bar mi bya'o // nga rgyal gyis ni gyur na // 'khrug nas mod la ltung bar 'gyur //（D：220a7-220b1, P：

282b1-b2）となっており、漢訳での「神廟」は「天の住処」、「邪法仙衆」は単に「外道」とされ

ている。
33 Rolf W.Giebel氏はこの箇所をat the foot of a large solitary tree where a divine spirit abides and 

which is always in the shade（Giebel［2001］、p.144）と訳し、漢訳での「神霊」をa divine spirit

とするが、これが具体的にいかなる神格を指すのかは明らかでない。
34 666a24-666a25、蔵訳ではmtshan gcig（D：172a7）であり、これはekali ga「一つの象徴（神像）」

のある場を指すと考えられる。
35 674a11-674a18

Rolf W.Giebel氏はこの語をshrine occupied only by a single deity（Giebel［2001］、p.273）と訳す

が、上記と同様このdeityが具体的にどの様な尊格かは明らかでない。

蔵訳ではmtshan ma gcig pa（D：207b2, P：270a5）である。
36 674b28-674c1
37 676c21-677a2
38 676c14-676c20
39 大塚伸夫氏は「本経の内容を吟味してみた結果、およそ第三期中盤の七世紀ころに成立したと

考えたい。この時代は『蘇悉地経』や『蕤呬耶経』などと同時代のころである」（大塚［2013］、

p.845）と述べる。また、異訳として、二巻本の別本および法天による訳が存する。本論文では輸

波迦羅訳の三巻本（大正蔵No.895）を用いる。以下本項で大正蔵No.の表記がないものは本経典に

該当する。蔵訳は東北（D）No,805、大谷（P）No,428を用いる。
40 『蘇婆呼童子請問経』内の記述によって当時の社会状況や密教者の状況を論ずる先行研究には、

高田［1988］や大塚伸夫氏の『インド初期密教成立過程の研究』中の第3篇第3章「『蘇婆呼童子請

問経』における初期密教の確立」（大塚［2013］、pp.845-927）などがある。蔵漢双方を利用した詳

細な論考であり、負うところが大きいが、当経中には興味深い記述が多く含まれる為、本論で取
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り上げる。
41 前項同様、各例の該当箇所は紙数の都合上割愛した。
42 「所居之處、村邑を去りて遠からず、衆多の人の處に近からず、外道無く、及飮食に豐足し、常

に惠施を樂い、三寶に歸信する處に安居せよ」（721a8-721a10）

蔵訳では「［村落より］甚だ近くなく、［村落より］甚だ遠くなく、飲食が得易く、シュードラが

多く、客人を供養し、安住する［ことの出来る］人家であり、バラモン、外人（外道）がいない

処に親近すべきである」（D：120a4）とされる。
43 「外道我慢の人と與に家に住止すること勿かれ」（721a10）
44 721a20-721b9。後述の②参照
45 730b6-730b8

大塚氏はこの二つについて「隠棲処（漢訳：外道神祀、Tib bsti gnas, Skt ǕŜramapada）とは、おそら

くバラモンが四住期のうちの林住期に赴くべき場所と思われる」「苦行林（漢訳：園林、Tib dka' 

thub gnas, Skt tapovana）は、その言葉からして外道の苦行者などが修行する場所と思われる」（大

塚［2013］、pp.913-914）としている。
46 730b12-730b14。漢訳では「空閑神廟」であり、蔵訳ではlha khang stong pa（D：133a2）「捨てら

れた（空の）神廟」である。
47 「若し此の大曼荼羅に入らざる者は、慈悲及び菩提心を具せず。諸佛を敬わず、外の餘天に歸し

て、佛法の眞言を念持する者は、即ち當に自ら害すべし」（720a26-720a28）

蔵訳では、「仏を信ぜず外天に帰依する者が私の密呪を誦するならば、堕落するだろう」（D：

119a5）となる。
48 729b20-729b26

蔵訳の「菩提心を得てから、愚人が世間の天の集まりを礼拝するならば、彼ら［諸天は］彼［の

行者］を喜ばず、彼［の行者］の真言の成就を害するのである」（D：135a4-135a5）に対応すると

思われる。
49 「憐愍」であろう
50 729c20-729c24

　蔵訳では「怖ろしいと雖も、梵天、帝釈、ビシュヌと、ルドラ、風天などを礼拝すべきでない。

彼［の天、外道］が説く法に親近すべきでない。彼ら［外道の］苦行をなすべきでなく、リンガ

を供養すべきでない。それら［諸天の］法にもまた悪心を抱くべきでなく、彼の所作を常に喜ぶ

べきではない。彼ら［天に対する］称賛の頌を唱えるべきでなく、真言を誦すべきでない。布施

を施す時、悲心を起こして布施するのである」（D：135b4-135b6）とされ、リンガ（rtags）崇拝に

関しても説かれている。
51 731a17-731a29
52 722b14-722b17
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　蔵訳では、「最初に誦してから念誦が終わるまで、バラモン、クシャトリヤ、ヴァイシャ、農夫

［kar aka］と、女人、黄門［pa aka］、童子、童女と、真言を持つ時もまた語るなかれ」（D：

122a3）とされる。
53 732c29-733a2
54 721a20-721b9。漢訳では「外道」、蔵訳ではbram ze（D：120b）である。
55 「下鉢私那（Prasena）法とは、さまざまなものにPrasenaと呼ばれる神霊的な尊格を下して、過

去・現在・未来の三世における吉凶・災福・善悪等の相を占う呪法をいう」（大塚［2013］、p.880）

とされる。
56 「摩醯首羅天王所説の眞言、持誦する者有らば、彼の類恒に障難を作す」（723c18-724a3）

蔵訳では、「野干（Ŝ gǕla）部は、一億八千万［のビナーヤカ］である。大自在天の眷属であり、彼

ら［ビナーヤカの］大将は象面で大力［を備え］」（D：123b3-123b4）とされる。
57 「摩醯首羅天、十倶胝の眞言を説く。那羅延天王、三萬の眞言を説く。大梵天王、六萬の眞言を

説く。日天子、三十萬の眞言を説く。伽路荼王、八萬一千の眞言を説く。摩醯首羅大妃、八千の

眞言を説く。火神王、七百の眞言を説く。摩登伽天王、復た三千の眞言を説く。諸龍王妃、五千

の眞言を説く。羅刹大將、一萬の眞言を説く。四天大王、四十萬の眞言を説く。阿修羅王、二十

萬の眞言を説く。忉利天王、三十萬の眞言を説く。各各、倶に眞言、手印及び曼荼羅を説く。法

に依りて受持せよ。若し此の教を爲さば、眞に非ざれば誠ならず、亦當に自ら害すべし」（732a20-

732b5）

　蔵訳では、「ルドラは一億［の真言］を説き、財神（VǕsava）は三万［を説き］、梵天は六万［を

説き］、日天もまた三十万［の真言］を説いた。ガルーダ（Garu a）は一万八千［を説き］、チャン

ダーリカーは八千［の真言］を説き、火天もまた七百［を説き］、三杵（TriŜa ku）は千を説いた。

諸龍王は五千［を説き］、夜行王（NiŜǕcara）は一万二千を説いた。解脱を利益する為、世間の四

主（四天王）は四十万を説いたのである。阿修羅王は二十万［を説き］、天王（帝釈天）は三十万

［を説いた］。種々の真言、印契を常に持し、各々の経典の諸曼荼羅を含んでいる。自身が呪に、

経に従いて信を生ずるならば、自ずと疑念が無くなるのである。［経に］違うならば、成就を得る

ことなく、大いなる苦を受けるであろう」（D：137a6-137b2）とされる。
58 729c20-729c24
59 蔵訳では「裸形外道」に対する語は見られない。
60 仏による真言の印可の記述は、『大般涅槃経』中にも既に見ることが出来る。パーピーヤス（魔

波旬）が釈尊に供物と真言を布施した際に、釈尊は供物は受け取らなかったが呪の布施に関して

は、「この密呪の言葉は一切衆生への利益の為に法施となるので受けるべきであるが、食施は是の

如きでないので、魔よ、あなたは［その様な食施をしたいという］求めをするな」（大谷

No.788,17a。金子芳夫「チベット文大般涅槃経テキスト（Ⅰ－3）」『中央学術研究所紀要第17号』

p.8）と述べられ、飲食の供養は受けずとも、呪の施は受けていることが分かる。他の諸々の供物



インド初期密教と他宗教との関わり

― 211 ―

を受け取らない一方で、この呪を例外的に受け取ることが説かれるのは興味深いところである。

この呪が毒獣（毒蛇か）や水火の難から身を守るという効用を持ち、それを世尊が受け入れると

いう記述は、伊原照蓮氏の「呪文呪法の使用を原則としていた仏教教団でも、病気治癒のためと

か、護身のためには呪文呪術を認めていたようであるから、護身のためであれば呪文を唱え、ま

たはある種の経典を読誦してその効果をえようとするようなこともかなりはやくからあつたとも

おもわれる」（伊原［1957］、p.138）と述べる様な仏教内での護呪（paritta）の受容という点から説

かれるのであろう。
61 D：136a4
62 大正No.893（正本）、612a12-612a14

蔵訳では、「クシャトリヤの家から取ってきた火、あるいは王宮から取ってきた（火）、阿蘭若の

火、大火は、増益儀軌に吉祥である」（伊藤［2000］、p.281）となる。
63 松長有慶氏は松長［1996］の中で「仏教化」を扱っている。明確な定義は述べられていないが、

ある事柄に対し仏教的意味合いを付すことを「仏教化」と呼ぶと考えられる。
64 732a13-732a17

蔵訳では「最上乗を憎悪し、［最上乗が］魔によって説かれたものであると言い、愚人が私（金剛

手）を夜叉と言い、菩薩に敬礼しない比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷、俗人たちが私（金剛手）

の部の真言を念誦したならば、彼等の身は速やかに滅し…」（D：137a2-137a4）とされ、金剛手を

夜叉として誹謗する比丘や比丘尼がいたことが分かる。
65 大正No.882、370c29-371a4

 サンスクリットでは「その時、この世界において全ての三界の主である大天は一切三界の主であ

ることを自負し、かの大忿怒［形］を示しながら是の如く言った。「おお夜叉よ。私は三界主であ

り、自在主であり、創造者、支配者であり、一切の存在するものの最高神であり、神以上の神で

あり、大天である。何故私が夜叉の命令を実行するだろうか」と。」（堀内［1983］、p.332）となる。
66 大正No.882、371a12-371a15

サンスクリットでは「友らよ。三帰依と三昧耶戒に入れ。この金剛手大夜叉は恐るべき、怒った、

獰猛なる者であり大菩薩であり、［彼が］持つ燃え立った金剛杵によってまさに全て三界を破壊せ

しむるなかれ」（堀内［1983］、p.332）となる。
67 高橋尚夫他 2013『初期密教　思想・信仰・文化』春秋社、p.58
68 テキストは大正No.901阿地瞿多訳『陀羅尼集経』を用い、『国訳秘密儀軌』（国訳秘密儀軌編纂

局編、国書刊行会）第二十四巻、第二十五巻を参照した。
69 この部分の異訳である耶舍崛多訳『十一面観世音神呪経』（大正No.1070）にはこの記述は見られ

ない。
70 ここで言われる馬古が何を指すかは明らかでない。
71 大正No.901、822c3-
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又、『大楽金剛不空真実三昧耶経般若波羅蜜多理趣釈』においては、惹耶、微若耶、阿爾多、阿波

羅爾多という形で現れ、四姉妹の天女だとされる（大正No.1003 p.616,b10-）
72 大自在天の記述の前で、西門の門の南に烏摩地毘座（ウマー妃の座）を安ずることが説かれる。

シヴァとウマーの関わりから説かれていると思われる。
73 時代は下るが、『シヴァ・プラーナ』には、子供のできない女性が101個の土製のリンガを作り

池に投げ入れたところシヴァ神の慈悲で息子を得ることが出来たという話を見ることが出来る。（山

口［2013］）
74 既に他宗教の中で「聖化」されているものを仏教内のものとして「再び聖化」することを「再

聖化」とする。
75 大自在天に関しては不空によって『速疾立験魔醯首羅天説阿尾奢法』（大正No.1277）が訳された

とされ、又『摩醯首羅天法要』（大正No.1279）などの訳されたものがいくつか残り、恵果阿闍梨が

『速疾立験魔醯首羅天説阿尾奢法』を行ったという記述も見ることが出来る。空海撰述とされる

『秘密曼荼羅教付法傳』（廣付法傳）に「第七祖。法の諱は恵果阿闍梨耶…中略…代宗皇帝之を聞

きて迎え入れ、之に命じて曰はく。朕疑滞有り。願はくば為に之を解け、と。和尚即ち両三童子

をして法に依りて加持し、摩醯首羅天を請じ降ろさしむ。法力不思議の故に、即ち童子に遍入す。

和上王に白して言く。法已に成れり。聖意に随いて請問せよ、と。皇帝座を下りて天に問はば、

則ち三世の事を説く。委しく帝王の歴数を告ぐ…後略…」（佛書刊行会編『大日本佛教全書　第

106巻』佛書刊行会、1917、pp.17-18）と述べられる。また、『真言付法傳』（略付法傳）に「第七

祖。法の諱は恵果なり…中略…代宗皇帝之を聞きて追い入れ、之に命じて曰はく。朕疑滞有り。

願わくは為に之を解け、と。和尚童子を加持して大自在天を鉤召す。法力不思議の故に。即ち童

子に遍入す。皇帝一一之に問うに、天即ち随いて答う。委しく三世の幽事、帝皇の歴数を説く…

後略…」（佛書刊行会編『大日本佛教全書　第106巻』佛書刊行会、1917、p.27）とある。この文書

には「弘仁十二年九月六日書」とあり、弘仁十二年（821年）以前よりこのような伝承があったと

言える。これより大自在天に現世利益を求める呪法の影響の強さが伺えるのである。
76 大正No.1222。以下本項で大正蔵No.の表記がないものは本経典に該当する。
77 貞元十年（794年）に選集された『大唐貞元続開元釋教録』には「聖迦抳忿怒金剛童子菩薩成就

儀軌経三卷　四十八紙」とある。
78 大正No.2161、1062a7-1062a8
79 小野玄妙編 1933『仏書解説大辞典　第五巻』大東出版社、p.369b
80 ロルフ・ギーブル氏は『蘇悉地羯羅経』に関して「蔵訳の題名（Legs par grub par byed pa'i 

rgyud chen po las sgrub pa'i thabs rim par phye ba）から明らかな如く、これは「『妙成就作大タ

ントラ』中「成就法方便品」」という意味で、高田順仁氏によって既に指摘されているように、「よ

り大部なSusiddhikaramahǕtantraという聖典の一部を抽出したということを予想させる題名となって

いる」。」と、高田順仁氏の説を挙げて大部の『蘇悉地経』があったことを示唆している（ギーブ
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ル［2000］、p.104）。そして『聖迦柅忿怒金剛童子菩薩成就儀軌経』の題下の文言について「題註

にいう「蘇悉地経大明王教」を現行の『蘇悉地経』ではなく、蔵訳の梵題にいうSusiddhikara-

mahǕtantraに関連付けて考えれば、必ずしも「全くの虚偽」とは断言し切れないように思われる。

そして現行の『蘇悉地経』も、この『聖迦柅忿怒金剛童子菩薩成就儀軌経』も元来「蘇悉地経大

明王教」なる広本の一部をそれぞれ成していたと仮定すれば、後者の始めに見える「已説蘇悉地

諸眞言軌則律儀教法」や「此経蘇悉地大明王教中第六品一品是」といったような文言も素直に理

解できよう」（同上書、p.103）と述べる。
81 103c15
82 116a2
83 各例の該当箇所は紙数の都合上割愛した。
84 103a27-103a28
85 109b23-109b28
86 110b13-110b17
87 103b4-103b26

　この行為は、「降三世品」の大自在天を降伏する際の描写に通じるものがあると考えられる。
88 113a12-113a15
89 102b10-102b13、106b6- 106b7
90 109b5-109b7
91 この経は梵、蔵共に欠けており、少なからずその成立に疑問を抱く。しかしながら、以上の様

な『蘇悉地経』と共通する態度から考えるに、ロルフ・ギーブル氏の述べる如く、より大部の『蘇

悉地経』から出されたものだと考え得る。
92 前田［1972］
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